
 

 

 

 

 

１． AI 技術を管路劣化診断に活用する目的 

下水道管路の老朽化の進行に伴う事故のリスクを低減するため下水道管路の調査や改築事業が大幅に増加

し、自治体の財政が厳しい状況が続いています。既存の台帳データ等の情報に基づき AI で損傷予測し、スト

ックマネジメントに活用することにより、事故のリスクを低減し、現場調査費用を大幅に削減します。 

 

２．ＡＩ管路劣化診断手法 

（１）学習データ取得 

  ① ご提供いただくデータ 

・管路属性データ →布設年、後継、管種、勾配、接続している取付け管等 

・管路調査結果  →路線ごとの判定結果 

② 当社で取得するデータ 

・環境データ   →液状化・沖積層等の地盤情報、土地利用、道路情報等 

（２）AI による劣化診断 

 ①学習データにより AI 劣化診断モデル作成 

 ②未調査路線の管路属性データと環境データにより管路劣化診断 

  

 

 
 

 
 

AI 劣化診断を活用した管路ストックマネジメント 

図１ AI による管路劣化診断の解析の流れ 
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従来方式 従来方式 本技術 本技術 

3 倍以上に増加 １/３以下に削減 

図２ 劣化診断マッピング図 

表３ AI 劣化診断に基づく調査路線の優先順位例 

表２ これまでのリスク評価例 

 ３．劣化診断結果の活用例（A 市との実証研究に基づく） 

（１）管路劣化診断結果をマッピングで可視化し、維持管理に活用 

＜図２劣化診断マッピング図を参照＞ 

（２）管路ストックマネジメント計画に活用 

  ①AI 解析結果は、改築対象路線の７割以上を検出、健全路線は９割以上検出（A 市での実証研究結果） 

②AI 劣化診断を机上スクリーニングとして調査優先位に活用 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．導入効果（実証研究の結果に基づく）  

・本手法は布設年度を基にした改築優先度に比べて、より高い精度で劣化している管路の選定が可能 

     

 

 

 

 

 
お問い合わせ・資料のご請求 
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表１ 緊急度予測結果例 

予防できる事故件数の増加 調査費用の大幅な削減 

Ⅰ、Ⅱ Ⅲ ◎ 計

Ⅰ、Ⅱ 1,030 363 33 1,426 72.2%

Ⅲ 1,054 4,518 217 5,789 78.0%

◎ 30 113 2,129 2,272 93.7%

計 2,114 4,994 2,379 9,487

48.7% 90.5% 89.5%

再現率

調査結果

適合率

緊急度

解析結果

https://www.tokyoengicon.co.jp/
mailto:ueda-J@tokyoengicon.co.jp

